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昭和55年1月16日発行

　　第242号

新潟県松代町公民館

電話松代7－2301番

印刷・松代印刷所
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松
代
町
長

あ

秋
山
利
作

　
新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
今
年
の
新
春
は
、
一
九
八
○
年
代
の

幕
明
け
に
ふ
さ
わ
し
く
、
昨
年
に
も
増

し
て
よ
い
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
の
で

皆
さ
ん
方
に
は
、
お
だ
や
か
な
正
月
を

お
過
し
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
統
合
中
学
校
の
完
成
と
開

校
、
早
稲
田
大
学
の
校
外
施
設
誘
致
、

松
代
松
之
山
の
両
出
張
所
を
統
合
し
た

法
務
局
松
代
出
張
所
新
営
庁
舎
の
落
成
、

工
場
誘
致
、
一
昨
年
の
六
・
二
六
豪
雨

災
害
の
繰
上
げ
復
旧
完
了
、
特
に
十
二

月
二
十
六
日
に
は
町
民
待
望
の
国
道
二

五
三
号
線
儀
明
峠
ト
ン
ネ
ル
、
犬
伏
ト

ン
ネ
ル
、
薬
師
ト
ン
ネ
ル
の
同
時
開
通

で
、
冬
期
間
の
交
通
網
の
確
保
に
画
期

的
な
進
展
を
見
せ
る
な
ど
、
松
代
町
に

羅…
．
灘
”
，

噺
髭

獺　
じ
　
し
　
ロ
　
し

　
雑
躬
娩

蒙

萎藝

　　　　　　　　霧　　　　　　　醐　　　　　　勃　　　　　鍵　　　　灘
　　　藩　　欝　簗婁騰團儀

と
っ
て
天
の
岩
戸
が
開
い
た
よ
う
な
後

世
に
特
筆
さ
れ
る
べ
き
、
明
る
く
め
で

た
い
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
町
民
各
位
の
ご
努
力
と
ご

協
力
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
ご
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
昨
年
来
、
国
家
財
政
の
厳
し
さ
が
強

く
叫
ば
れ
続
け
て
お
り
ま
す
。
当
町
の

よ
う
に
財
源
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

を
国
・
県
に
依
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
そ
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
る
こ
と

は
必
至
で
あ
り
、
五
十
五
年
度
の
当
町

の
財
政
事
情
は
か
っ
て
な
い
困
難
に
遭

遇
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
創
意

と
工
夫
に
よ
り
経
常
経
費
の
節
減
に
つ

と
め
、
で
き
得
る
限
り
建
設
事
業
の
執

行
に
向
け
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
当
面
す
る
諸
問
題
に
少
し
ふ
れ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
で

は
、
圃
場
整
備
、
農
道
の
整
備
、
機
械

化
の
促
進
な
ど
農
業
の
近
代
化
を
一
層

推
進
し
、
葉
た
ば
こ
、
養
蚕
、
特
に
畜

産
の
振
興
に
力
を
入
れ
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
豊
富
に
自
生

し
て
い
る
山
草
、
野
草
を
利
用
し
た
肉

牛
の
肥
育
に
町
民
各
位
の
積
極
的
な
取

組
み
を
ご
期
待
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
林
道
の
開
発
、
植
林
造
林
も
大

き
な
仕
事
の
ひ
と
つ
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
交
通
面
で
は
町
道
の
改
良
舗
装
の
継

続
推
進
、
特
に
国
道
二
五
三
号
線
の
名

ケ
山
楢
沢
間
の
ト
ン
ネ
ル
の
一
日
も
早

い
貫
通
と
国
鉄
北
越
北
線
の
早
期
開
通

を
国
・
県
に
働
き
か
け
、
冬
期
交
通
網

の
確
保
を
一
層
積
極
的
に
推
進
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
で
は
、
義
務
教
育
内
容
の
充
実

を
図
り
、
社
会
教
育
で
は
特
に
健
康
と

体
力
作
り
の
た
め
、
町
民
の
体
育
施
設

を
近
い
将
来
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
先
人
が
残
し

て
く
れ
た
文
化
的
遺
産
の
保
存
、
特
に

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

松
苧
神
社
の
修
理
と
こ
れ
に
通
ず
る
道

路
の
開
発
は
今
年
か
ら
手
を
つ
け
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
医
療
の
確
保
、
商
工
業
の
振
興
も
大

き
な
課
題
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
難
問
は
山
積
み
し
て
お

り
ま
す
が
、
お
陰
様
で
私
は
益
々
健
康

で
す
の
で
、
今
後
も
一
層
襟
を
正
し
、

身
も
心
も
引
き
締
め
て
町
民
の
所
得
の

向
上
福
祉
の
向
上
を
基
本
に
お
い
て
町

政
執
行
の
重
責
に
努
力
を
続
け
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご

指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
終
り
に
、
町
民
各
位
の
ご
健
康
と
益

々
の
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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冬
期
間
豪
雪
と
雪
崩
に
よ
る
危
険
の

た
め
に
、
交
通
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
国

道
二
五
三
号
線
に
3
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が

完
成
し
、
去
る
1
2
月
2
6
日
、
開
通
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
当

日
は
、
県
・
地
元
市
町
村
関
係
者
が
出

席
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
喜
び
の
、

“
通
り
初
め
”
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
ト
ン
ネ
ル
は
、
大
島
村
と

儀
明
間
の
“
儀
明
峠
ト
ン
ネ
ル
”
（
二

一
〇
二
m
）
・
犬
伏
地
内
の
“
犬
伏
ト

ン
ネ
ル
（
二
六
〇
m
）
・
犬
伏
と
十
日

町
市
名
ケ
山
間
の
“
薬
師
ト
ン
ネ
ル
”

で
各
ト
ン
ネ
ル
と
も
、
幅
六
m
の
二
車

線
、
両
側
に
ー
m
幅
の
歩
道
が
つ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
儀
明
峠
・
薬
師
ト
ン

ネ
ル
に
は
、
五
〇
m
お
き
に
非
常
ボ
タ

ン
が
、
二
〇
〇
m
お
き
に
警
察
署
と
消

防
署
に
つ
な
が
る
非
常
電
話
が
設
置
さ

れ
、
万
一
の
事
故
に
備
え
て
い
ま
す
。

非
常
ボ
タ
ン
は
、
押
せ
ば
両
入
口
わ
き

に
あ
る
警
報
標
示
板
が
“
事
故
発
生
”

を
知
ら
せ
、
同
時
に
サ
イ
レ
ン
も
鳴
っ

て
後
続
の
車
に
事
故
を
知
ら
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
3
つ
の
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
費
は

合
計
約
八
四
億
円
、
7
年
の
歳
月
を
要

し
ま
し
た
が
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
完
成

に
よ
り
、
国
道
二
五
三
号
線
は
冬
期
間

も
上
越
ー
松
代
i
十
日
町
間
の
交

通
が
可
能
に
な
り
、
八
○
年
代
に
明
る

い
幕
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
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麟儀明峠トンネル

　
1
2
月
24
日
町
議
会
第
四
回
定
例
会
が

招
集
さ
れ
、
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
1
4
件
の
案
件
が

付
議
・
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
決
さ
れ

た
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
ぴ
費
用
弁

　
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
議
員
の
報
酬
を
約
8
・
8
％
引
上
げ

　
議
長
　
月
額
　
一
一
万
四
千
円

　
副
議
長
〃
　
　
九
万
二
千
円

　
議
員
　
　
〃
　
　
八
万
二
千
円

　
に
改
正
し
ま
し
た
。

（
昭
和
5
5
年
1
月
1
日
よ
り
適
用
）

◇
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
町
長
　
月
額
　
三
九
万
二
千
円

　
助
役
　
　
〃
　
三
一
万
三
千
円

　
収
入
役
〃
　
二
九
万
六
千
円

　
に
改
正
し
ま
し
た
。

（
昭
和
5
5
年
1
月
1
日
よ
り
適
用
）

◇
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
ぴ
勤

　
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　
正
に
つ
い
て

　
教
育
長
の
給
与
を
月
額
二
七
万
四
千

円
に
改
正
し
ま
し
た
。

（
昭
和
55
年
1
月
1
日
よ
り
適
用
）

◇
松
代
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
も
と
づ
き
、
昭
和
留

年
1
月
1
日
に
さ
か
の
ぼ
り
平
均
3
・

57

％
の
給
与
の
増
額
及
び
扶
養
手
当
・

住
居
手
当
・
通
勤
手
当
等
を
改
正
し
ま

し
た
。
給
与
の
平
均
昇
給
額
は
四
、
八

六
二
円
。

◇
瓢
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5

　
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
二
、
三
五
二
万
二
千
円
が
減
額

さ
れ
、
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
二
三
億
二
、

四
一
七
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

「
歳
入
」
主
な
も
の

o
国
庫
支
出
金
　
一
、

o
県
支
出
金
　
　
二
、

○
繰
入
金
　
　
　
五
、

を
減
税
。

○
町
税

o
地
方
交
付
税
　
一
、

○
財
産
収
入

○
町
債
　
　
　
　
四
、

　
を
増
額
し
ま
し
た
。

「
歳
出
」
主
な
も
の

八
九
二
万
円

一
一
九
万
円

八
○
○
万
円

六
〇
〇
万
円

七
五
三
万
円

四
四
六
万
円

六
一
〇
万
円

○
給
与
改
定
に
よ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
六
万
円

○
冬
期
保
安
要
員
報
酬
等
の
改
正
に
よ

　
る
も
の
　
　
　
　
　
七
二
万
円

○
基
金
積
立
金
　
　
　
四
四
六
万
円

○
農
免
農
道
工
事
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
〇
万
円

○
町
内
小
学
校
燃
料
費
の
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

○
林
道
整
備
事
業
完
成
に
よ
る
減

　
　
　
　
　
　
　
二
、
八
二
八
万
円

○
県
単
圃
場
整
備
事
業
完
成
に
よ
る
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
万
円

○
松
代
大
島
線
具
代
行
移
行
に
よ
る
減

　
　
　
　
　
　
　
二
、
一
一
五
万
円

○
屋
外
運
動
場
照
明
施
設
工
事
費
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
六
万
円

◇
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

○
長
命
寺
2
号
線
（
字
池
田
か
ら
字
馬

　
場
塚
ま
で
の
一
八
八
m
）

o
長
命
寺
2
号
線
（
字
池
田
地
内
の
九

　
二
m
）

○
旧
国
道
3
号
線
（
田
沢
か
ら
犬
伏
字

　
堂
ノ
下
ま
で
の
八
二
二
m
）

o
旧
国
道
4
号
線
（
犬
伏
字
伊
良
久
保

　
か
ら
字
芝
ツ
ル
ネ
ま
で
の
二
、
八
一

　
〇
m
）
の
四
線
を
町
道
に
認
定
し
ま

　
し
た
。

◇
町
道
の
廃
止
に
つ
い
て

　
松
苧
参
道
線
一
、
六
〇
〇
m
を
町
道

か
ら
廃
止
し
ま
し
た
。

（
農
道
と
し
て
補
助
改
良
事
業
を
進
め

る
計
画
に
よ
る
も
の
で
す
。
）

◇
松
代
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
委
員
の
任
命
の
同
意
に
つ
い
て

　
同
意
を
得
た
委
員

　
牧
田
　
清
一
　
（
峠
）

　
　
明
治
4
4
年
2
月
1
6
日
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤



葉たばこの収納成績
　今年の葉たばこの成績が発表になりました。これによりますと、好成績だ

った昨年にひきつづき今年も100万円以上の収入をあげた人が17名（団

体1含む）、10a当りの最高成績所得は52万円（松代・鈴木政雄）、反

当り平均収納代金は34万6千円と前年を1万5千円以上も上まわりました。

昭和54年度葉たばこ収納成績表

部落名
辮
娼
耕作
面積
収　　量 収納代金 10a当り

19当り
金　　額収量 金　　額

松代中町 8 　α89．0 2，178．0 a348，313245 376，215 1，537
太　　平 8 168．6 3，902．O 5，638，647 231 334，439 1，445
田　　沢 2 47．5 1，249．5 1，829，341 263 385，124 1，464
池　　尻 1 10．4 209．0 350，798 201 337，306 1，678
会　　沢 2 42．7 1，174．0 1，966，395 275 460，514 1，675
清　　水 9 165．9 3，787．0 5，528，356 228 333，234 1，460
桐　　山 1 9．9 239．0 297，605 241 300，611 1，245

蓬　　平 3 47．0 1，168．0 1，858，723 249 395，473 1，591
東　　山 1 2543 4，336．0 7，385，969 171 290，443 1，703
海　　老 1 30．0 752．5 1，047，566 251 349，189 1，392
犬　　伏 8 234．0 5，935．5 9，122，742 254 389，861 1，537
孟　　地 10 282．9 6，946．011．12a213 246 393，185 1，601

片桐山 3 80．8 1，990．0 2，859，740 246 353，928 1，437
滝　　沢 2 79．2 1，347．0 1，863，746 170 235，321 1，384
中　　子 3 46．9 1，068．0 1，701，818 228 362，861 1，593
苧　　島 6 77．1 1，716．0 2，571，248 223 333，495 1，498

田野倉 1 10．8 248．0 325，337 230 301，238 1，312
莇　　平 3 104．2 2，365．5 ao67，056227 294，343 1，297
蒲　　生 2 22．5 510．0 791，243 227 351，664 1，551
木和田原 1 20．5 374．5 546，475 183 266，573 1，459
福　　島 1 26．8 634．0 887，704 237 331，233 1，400
計 76

』　｝　　皿　

1851．0

一　一 　　　　一

42，129．5 64，112，035 228 346，364 1，522

稀嚢

数
一
、
三
六
七
戸

作
付
面
積
　
八
二
六
餓

『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
番
●
■
冒
昏
●
！
ワ
●
畠
冒
ー
皇
■

ー
ラ
ヨ
小
合
注

1
！
9
サ
1
！
1
1
，
董
多
●
1
！
！
多

54

年
産
米

売
渡
状
況

　
留
年
産
米
の
売
渡
数
量
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
銘
柄
米
の
売
渡
数
量
・
等
級
別
数
量

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
銘
柄

品
種
作
付
率
等
は
次
の
と
お
り
で
す
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
3
年
5
0
・
3
％

。
銘
柄
品
種
作
付
率
蕨
誌
●
4
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
3
年
7
8
・
3
％

。
奨
励
品
種
作
付
率
譲
％
●
4
％

○
銘
柄
品
種
商
品
化
率

　
　
　
　
　
　
　
　
爵
％
．
2
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
年
7
7
・
6
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
53
年
7
1
・
0
％

。
奨
励
品
種
出
荷
率
蕨
年
解
2
％

○
上
位
等
級
米
出
荷
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
1
年
6
2
・
6
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2
年
87
・
7
彩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
詔
年
7
6
・
8
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
年
8
9
・
7
％

　
　
晦

　
　
3
0

　
　
袋

　
　
位

　
　
単

　
　
在

　
　
現

　
　
幻

況
“

　
　
5

状波売米産年45和昭

限度数量 売渡数量 売　渡　の　内　訳
等　級　別　売　渡　数　量

1　等 騰 2　等3　等規格外

ウ
　
ル
　
チ
　
米

93，516

限度内

81，129

規格外

　167

・正米 その他ウルチ 38，695 31，997 31，997 6，144 387 167

自
主
流
通
米

越路早生 5，io7 5，107 5，107

コシヒカリ 17，812 17，812 17，812

越みのり 417 417 417

トドロキワセ 5，971 5，971 5，971

夢五白誉 13294 87 13，294

小計
92，570

3516
92，295

81296
81，296 61，391 74，598 6，144 387 167

モ
チ
米

4，984

限度内

3，987

規格外

　64

皇
簸
米

こがねもち 3，977 1，901 1，901， 1，640 372 64

陸　も　ち 6 6
その他もち 68 25 25 37 6

小計
5，125

4984
5，125

4051
4，051 1，926 1，926 1，677 384 64

合計
97，695
98，500

‘97，420
85，347

85，347 63，317 76，524 7，821 771 231

1．酒米2等、3等は上位等級に含む。

2．（　　）内の数字は、昭和53年産米数量。

3．　トドロキワセ、10月16日～30日出荷分が自主流通米となる。
（4》



〃
国
民
年
金
の
現
況
届
は
お
早
目
に
〃

老齢年金を受けている人は

忘れずに現況届を出しましょう

召と）期限は2月
◎忘れますと年金の支鞭がおくれます

　
国
民
年
金
の
老
令
年
金
（
通
算
老
令

年
金
を
含
む
）
の
事
務
は
、
東
京
の
社

会
保
険
庁
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
金

は
、
み
な
さ
ん
が
希
望
し
た
金
融
機
関

を
通
し
て
、
年
に
四
回
（
通
算
老
令
年

金
は
年
に
二
回
）
支
払
わ
れ
ま
す
。
こ

の
年
金
の
支
払
い
は
、
社
会
保
険
庁
が

毎
年
み
な
さ
ん
の
生
存
を
確
認
し
た
う

え
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
、

年
金
を
引
き
続
い
て
受
け
る
た
め
に
は
、

年
一
回
、
社
会
保
険
庁
に
生
存
し
て
い

る
こ
と
の
証
明
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
現
況
届
（
国

民
年
金
受
給
者
現
況
届
）
と
い
い
ま
す
。

現
況
届
は
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
十
五

日
以
前
か
ら
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は

必
ず
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現

況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
は
一
月
十
五

日
ご
ろ
ま
で
に
、
社
会
保
険
庁
か
ら
受

給
者
あ
て
に
直
接
郵
送
さ
れ
ま
す
。
受

給
者
の
み
な
さ
ん
は
、
そ
の
用
紙
に
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
押
印
の
う
え
市
町

村
長
の
証
明
を
う
け
て
二
月
十
五
日
ま

で
に
必
ず
社
会
保
険
庁
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
現
況
届
が
期
限
ま
で
に
提
出

さ
れ
な
い
と
、
引
き
続
い
て
年
金
を
支

払
っ
て
よ
い
か
の
判
断
が
つ
き
ま
せ
ん

の
で
、
届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

年
金
の
支
払
い
を
一
時
差
し
止
め
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
お
用
紙
が
届

か
な
い
場
合
に
は
、
役
場
の
国
民
年
金

係
の
窓
口
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
下
さ
い
。

保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ

⑪

血
圧
の
健
康
手
帳
…
…
そ
の
二

◎
高
血
圧
と
い
わ
れ
た
ら

　
高
血
圧
は
そ
の
経
過
が
す
す
む
に
つ

れ
て
体
内
の
重
要
な
所
に
い
ろ
い
ろ
障

害
を
お
こ
し
て
き
ま
す
。

　
血
管
が
か
た
く
な
り
弾
力
性
が
な
く

な
り
破
れ
て
出
血
し
た
り
つ
ま
っ
た
り

し
が
ち
で
、
こ
の
代
表
的
な
病
気
が
脳

卒
中
で
す
。
さ
ら
に
心
臓
が
肥
大
し
狭

心
症
や
心
筋
硬
塞
を
お
こ
し
た
り
、
腎

臓
に
も
影
響
し
て
高
血
圧
性
の
腎
不
全

と
な
り
、
最
後
は
尿
毒
症
を
お
こ
し
て

命
を
落
す
こ
と
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
高
血
圧
の
人
は
い
つ

も
脳
や
心
臓
、
腎
臓
の
状
態
を
十
分
知

っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
な
ぜ
な
ら
、
血
圧
価
が
同
じ
位
で
も

脳
や
心
臓
の
障
害
の
有
無
や
、
そ
の
程

度
に
よ
っ
て
治
療
の
や
り
方
が
ち
が
っ

て
く
る
の
で
精
密
検
診
が
必
要
で
す
。

◎
主
治
医
の
指
示
ど
お
り
正
し
く
治
療

　
し
て
い
ま
す
か
。

　
血
圧
を
さ
げ
る
く
す
り
は
、
必
ず
医

師
の
指
示
に
よ
っ
て
正
し
く
の
み
続
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
血
圧
を
早
く
さ
げ
よ
う
と
自
分
勝
手

に
服
用
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
売
薬
や

民
間
療
法
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
血
圧
を
さ
げ
る
く
す
り
は
、
副
作
用

の
非
常
に
少
な
い
く
す
り
で
す
が
、
全

く
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
個
人
個
人
に

よ
っ
て
き
き
め
や
反
応
が
ち
が
い
ま
す
。

　
疲
労
感
や
だ
る
さ
、
尿
が
出
す
ぎ
る
、

じ
ん
ま
疹
が
お
こ
る
な
ど
、
体
の
様
子

が
い
つ
も
と
ち
が
っ
た
ら
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
に
話
し
、
そ
の
指
示
に
し
た

が
っ
て
下
さ
い
。

　
ま
た
経
過
が
よ
い
と
、
一
時
的
に
く

す
り
を
中
止
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
く
す
り
の
切
れ
目
が
縁
の
切
れ
目

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
医
師
の
指
示
通

秘
密
厳
守
・
無
料
で
す

心
配
ご
と
相
談

生
活
苦
・
家
庭
不
和
・
児
童
問

題
・
老
人
問
題
・
そ
の
他
心
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

相
談
下
さ
い
。

と
　
き
　
毎
週
金
曜
目

午
前
九
時
か
ら

十
一
時
半
ま
で

と
こ
ろ
　
松
代
　
少
林
寺

り
定
期
検
診
が
大
切
で
す
。

◎
脳
卒
中
高
血
圧
の
予
防
は
減
塩
か
ら

　
高
血
圧
は
く
す
り
に
た
よ
り
す
ぎ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
と
く
に
軽
い
高
血
圧

は
、
塩
を
少
く
す
る
だ
け
で
血
圧
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
十
分
可
能
で
す
。

　
食
生
活
は
個
人
や
地
域
差
が
大
き
く
、

い
ち
が
い
に
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
ポ
イ

ン
ト
は
、
し
ょ
う
ゆ
・
み
そ
・
塩
の
三

大
調
味
料
と
つ
け
も
の
の
と
り
方
、
そ

れ
に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
塩
辛
い
菓

子
の
注
意
が
大
切
で
す
。

　
な
ん
と
な
く
う
す
味
に
な
っ
た
程
度

で
は
効
果
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
毎

日
た
べ
る
食
品
の
塩
分
を
お
ぼ
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
各
部
落
の
食
生
活
推
進
員
さ
ん
は
、

う
す
味
に
つ
い
て
よ
く
勉
強
し
て
い
ま

す
。
な
ん
で
も
気
軽
に
き
い
て
毎
日
の

生
活
に
役
立
て
て
下
さ
い
。

　
一
日
1
0
9
σ
く
ら
い
の
塩
分
で
す
ご
す

よ
う
、
家
族
で
と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。

〔
食
塩
1
9
相
当
を
含
む
食
品
は
〕

　
こ
こ
こ
こ
こ
こ
こ
こ
こ
こ
こ

マヨネーズ　　　4091
トマトケチャップ3091

しょうゆ　　　　5ccl
みそづけ　　　　1091
白菜づけ　　　　　2091

たくあん　　　　1091

塩さけ　　　　1091
めざし　　　　3091
塩せんべい　　　5091
プレスハム　　　3091
吸もの　　　　　1碗1

◎
血
圧
管
理
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
。

　
高
血
圧
は
習
慣
病
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
常
生
活
や
食
事
に
よ
い
習
慣

を
つ
け
る
よ
う
に
、
一
人
一
人
が
努
力

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励
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お
は
よ
う
」
と

笑
顔
で
始
ま
る
、

　
　
　
楽
し
い
毎
日
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み
ん
な
が
あ
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さ
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・明るい家庭づくり標語

手
を

つ
な
ぎ

家
族
み
ん
な
で
歩
こ
う
よ

悩
ま
ず
に

　
　
　
友
に
家
族
に
す
ぐ
相
談

話
し
合
う

　
　
　
今
日
の
で
き
ご
と
悩
み
ご
と

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

十
二
月
受
付
（
受
付
順
）

蕎
っ
え
澆

お
め
で
ζ
つ
翁
衡

関
谷
邦
一
・
山
岸
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
松
代

鑓鶏

奪

　
　
　
　
父
松
造

西
潟
幸
子
　
　
　
長
女

　
　
　
　
母
美
千
代

　
　
　
　
父
等

笠
原
千
映
　
　
　
三
女

　
　
　
　
母
利
枝
子

武
石
文
和
父
文
雄

母
栄
子
長
男

紋
平

福
島
　
横
屋

小
荒
戸
又
七

松
代
県
職
員
住
宅

母
の
愛
父
の
き
び
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
族
の

和

皿
∬
皿
∬
皿
∬
∬
∬
皿
釘
皿
∬
∬
∬
皿
∬
皿
∬
皿
皿
∬
皿
皿
皿
皿
皿
皿
∬
皿
∬
皿
∬
皿
∬
皿
∬

　
遠
い
異
郷
の
地
に
御
主
人
や
お
父
さ
ん
を

出
稼
ぎ
と
し
て
送
り
出
し
、
留
子
を
子
る
皆

さ
ん
方
の
御
苦
労
は
大
変
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
御
主
人
や
お
父
さ
ん
も
雪
の

故
郷
や
留
子
家
族
の
こ
と
を
思
い
望
郷
の
念

切
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
県
の
計
画
に
よ
り
今
回
で
七
回
目
の
「
出

稼
先
訪
問
バ
ス
」
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
正
月
帰
省
バ
ス
と
は
逆
に
、
こ
ち

ら
か
ら
妻
な
ど
家
族
の
方
が
出
稼
先
に
行
っ

て
、
仕
事
場
を
見
学
し
出
稼
者
の
ご
苦
労
を

ね
ぎ
ら
い
、

　
　
同
日
午
後
七
時
三
十
分
ご
ろ
中
野
区

　
　
サ
ン
プ
ラ
ザ
着

　
　
到
着
よ
り
三
月
二
日
午
後
九
時
三
十

　
分
ま
で

　
　
三
月
二
日
午
後
九
時
三
十
分
上
野
駅

　
み
ど
り
の
窓
口
前
に
集
合
し
午
後
十
時

　
　
三
十
分
出
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都

　
a
　
自
由
行
動

　
生
　
帰
る
日
時
及
び
集
合
場
所

二
、
経
　
費

　
L
　
バ
ス
料
金

瞬
毬
袋
出
稼
先
訪
問
バ
ス
の
運
行

と
が
目
的
で

す
．
　
　
父
兄
の
出
稼
先
を
訪
問
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
昨
年
は
当

町
よ
り
八
名
の
方
が
参
加
し
て
御
主
人
の
仕

事
場
を
見
学
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
運
行
計
画
は
左
記
の
と
お
り
で
す
の
で
、

多
数
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
一
、
運
行
計
画

　
L
　
出
発
日
時
場
所

　
　
　
二
月
二
十
九
日
午
前
九
時
ご
ろ
浦
川

　
　
原
村
役
場
前
出
発

　
2
　
到
着
日
時
場
所

　
往
復

七
千
六
百
円

横
浜
市

　
往
復

八
千
三
百
円

　
2

。
宿
　
舎

　
　
希
望
者
に
は
県
で
斡
旋
し
ま
す
。

　
宿
泊
料
一
人
三
〇
〇
〇
～
四
，
○
○
○
円

　
　
前
後
（
食
事
別
）

三
、
申
込
方
法

　
　
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
申
込
書
（
電
話

　
で
も
よ
い
）
に
よ
り
、
上
越
南
職
安
安
塚

　
出
張
所
又
は
、
役
場
職
業
係
に
申
込
ん
で

　
下
き
い
。

石
田
伸
一

父
伸
夫

母
睦
子
長
男

　
　
　
　
父
春
一

小
堺
智
穂
　
　
　
長
女

　
　
　
　
母
あ
け
み

　
　
　
　
父
利
章

谷
　
彰
子
　
　
　
長
女

　
　
　
　
母
房
子

蕊
）
み
簗

小
林
七
五
三
吉

関
谷
　
角
次

矢
沢
　
冨
蔵

櫻
澤
　
ス
ミ

関西
谷片

八
○
才

八
五
才

七
三
才

八
四
才

カ
ッ
　
九
〇
才

ホ
モ
　
八
五
才

人ロのうこき

　1月1日現在

　
　
　
　
　
　
　

5
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5
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一
　
一
　
一
　
『

（
（
（
　
（

9
　
Q
ゾ
7
　
6

0
（
）
5
n
∠
R
）

R
》
6
7
つ
U

l
　
Q
U
　
つ
U
　
7

数
男
女
計

帯
口
世
人

苧
島
古
屋
敷

儀
明
　
源
助

松
代
鉄
道
公
団

滝
澤
　
陰
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菅
刈
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ら

峠
　
五
保
佐

諏
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孫
右
工
門

菅
刈
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友
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ん

死亡　6
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i難

灘
講
．

鑛鞍
　
去
る
1
2
月
1
1
日
、
新
潟
地
方
法
務
局

松
代
出
張
所
の
開
庁
式
が
町
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
東

京
法
務
局
長
、
松
代
・
松
之
山
両
町
長

を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
、
関
係
者
が
出

席
し
新
庁
舎
の
落
成
、
開
庁
を
祝
い
ま

平
出
張
所
と
し
て
開
庁
以
来
8
9
年
の

ま
た
、
旧
松
之
山
出
張
所
は
大
正
11
年

12

月
1
日
開
庁
以
来
57
年
の
歴
史
を
閉

雛
署
ま
し
花
（
別
図
位
屯

　
新
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
陸
屋
根
平
家
建
で
面
積
は
二
八
四
，
π

で
す
。

舎N尺

欝
口

松代出張所

開庁式・新潟地方法務局長の式辞
〃

　
　
登
記
所
所
掌
事

　
法
務
局
（
登
記
所
）
で
は
、
土
地
や

建
物
な
ど
の
不
動
産
の
一
つ
一
つ
に
つ

い
て
そ
の
所
在
、
面
積
、
所
有
者
、
権

利
関
係
な
ど
を
一
定
の
公
の
帳
簿
（
こ

れ
を
「
登
記
簿
」
と
い
い
ま
す
。
）
に

登
載
し
、
こ
れ
を
公
示
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
例
え
ば
、
土
地
・
建
物
を
買
っ

て
自
分
が
所
有
者
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
を
誰
に
で
も
主
張
で
き
る
よ
う
に
す

る
に
は
、
そ
の
旨
を
登
記
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
し
、
ま
た
、
土
地
や
建
物
を

担
保
に
し
て
金
を
借
り
る
と
き
は
、
抵

務
の
内
容

当
権
の
登
記
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
登
記
に
は
こ
の
ほ
か
、
会
社
そ
の
他

の
法
人
に
関
す
る
一
定
事
項
を
公
示
さ

せ
、
取
引
の
安
全
を
図
る
た
め
の
制
度

と
し
て
、
商
業
法
人
登
記
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
登
記
制
度
は
地
域
住

民
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
不
動
産
取

引
や
各
種
の
経
済
取
引
が
安
全
か
つ
円

滑
に
行
わ
れ
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を

果
し
て
い
ま
す
。

防ぐはあなた火災は人災

家庭に1つは
　　備えたい消火器　

　
へ
の

、
ら
1

消火器の国家
検定合格マーク

　
総
理
府
の
世
論
調
査
を
み
ま
す
と
、

い
ざ
と
い
う
場
合
に
備
え
て
消
火
器
を

備
え
て
い
る
ご
家
庭
は
、
全
体
の
6
5
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
せ
っ
か
く
用
意
し
て
お
い

た
消
火
器
が
不
良
品
だ
っ
た
た
め
、
火

急
の
際
に
役
立
た
な
か
っ
た
．
：
…
な
ど

と
い
う
声
も
一
部
で
聞
か
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う

に
、
消
火
器
を
買
う
場
合
は
「
国
家
検

定
・
合
格
の
証
」
と
い
う
マ
ー
ク
が
付

い
て
い
る
か
ど
う
か
、
よ
く
確
認
し
て

か
ら
買
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の

国
家
検
定
は
「
型
式
承
認
」
と
「
個
別

検
定
」
の
二
段
階
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
「
型
式
承
認
」
で
す
が
、
こ
れ

は
消
火
器
の
形
状
・
構
造
・
材
質
・
成

分
お
よ
び
性
能
が
自
治
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
日
本
消
防
検
定
協
会
が
試
験
し
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
自
治
大
臣
が
承

認
し
ま
す
。
　
「
個
別
検
定
」
は
、
製
造

さ
れ
た
個
々
の
消
火
器
が
、
型
式
承
認

を
受
け
た
も
の
と
同
一
で
あ
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
日
本
消
防
検
定
協
会
が

実
施
す
る
検
査
を
い
い
ま
す
。

　
「
国
家
検
定
・
合
格
証
」
の
マ
ー
ク

は
、
こ
の
個
別
検
定
に
合
格
し
た
消
火

器
に
の
み
付
け
ら
れ
る
も
の
で
、
マ
ー

ク
の
な
い
も
の
を
販
売
し
た
り
陳
列
す

る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
消
火
器
の
お
買
い
求
め
は
、
検
定
合

格
マ
ー
ク
の
付
い
た
も
の
を
ー
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の



（8）

や
っ
た
ぞ
〃
松
代
中
学
校
科
学
部

学
生
科
学
賞
の
中
央
審
査
で
一
等
賞

　
ス
タ
ー
ト
ま
も
な
い
松
代
中
学
校
科

学
部
が
第
23
回
学
生
科
学
賞
（
主
催
全

日
本
科
学
教
育
振
興
会
）
の
中
央
審
査

で
一
等
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
作
品
は
中
学
校
の
部
が
一
四

三
点
、
そ
の
中
か
ら
の
入
選
で
あ
り
．

研
究
の
す
ば
ら
し
さ
を
全
国
に
示
し
ま

し
た
。

　
研
究
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
、
三
年

生
の
斉
藤
英
之
君
と
二
年
生
の
山
岸
浩

幸
君
で
、
受
賞
作
品
は
、
教
科
書
に
は

水
素
と
酸
素
の
発
生
比
率
が
「
二
対
一
」

と
書
い
て
あ
る
の
に
、
電
池
の
炭
素
棒

を
電
極
に
使
う
と
そ
の
通
り
に
な
ら
な

い
た
め
に
感
じ
た
電
気
分
解
の
疑
問
が

き
っ
か
け
。
こ
の
疑
問
を
解
決
す
る
た

め
実
験
を
く
り
返
し
た
結
果
、
二
酸
化

炭
素
を
含
む
混
合
気
体
発
生
の
事
実
を

突
き
と
め
た
も
の
で
す
。
指
導
に
あ
た

ら
れ
た
竹
内
実
教
諭
は
、
県
学
生
科
学

賞
の
指
導
者
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

県
学
生
科
，
学
賞
の
最
優
秀
賞
に
加
え
、

中
央
審
査
で
も
一
等
賞
に
入
選
し
、
2
8

人
の
ク
ラ
ブ
員
は
大
喜
び
で
、
新
た
な

研
究
の
発
展
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま

す
。

蓉

馨

喜びの竹内先生、山岸君、斉藤君

濾
甜
鞄
受
融
る
錠
め
の
蕪
賠
鍬
誘
皐
め
健

　
昭
和
五
十
四
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
の
時
期
（
二
月
十
六
日
～
三
月
十
五

日
）
が
近
づ
き
ま
し
た
。

　
所
得
税
に
は
い
ろ
い
ろ
な
控
除
が
あ

り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
年
末
調
整
で
控
除
を
受
け
、

そ
の
年
の
納
税
は
完
了
し
ま
す
。
し
か

し
、
医
療
費
控
除
や
住
宅
取
得
控
除
な

ど
は
、
年
末
調
整
で
控
除
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
確
定
申
告
に
よ
っ
て
控
除
さ
れ

税
金
が
戻
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
商
売

を
し
て
い
る
人
な
ど
で
予
定
納
税
を
し

た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人

に
も
税
金
が
戻
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
税
金
の
還
付
が
受
け
ら
れ
る

場
合
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

〈
確
定
申
告
を
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
税
金
が
戻
る
人
　
〉

q
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
雑
損
控
除
、
医
療

費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
が
受
け
ら
れ

る
人
。

　
①
雑
損
控
除
：
災
害
や
盗
難
、
横
領

　
な
ど
に
あ
い
、
住
宅
や
家
財
に
損
害

　
を
受
け
、
そ
の
損
害
額
が
年
間
所
得

　
の
一
〇
％
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、

　
そ
の
超
え
て
い
る
部
分
が
所
得
金
額

　
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
②
医
療
費
控
除
．
本
人
や
家
族
が
病

　
気
に
な
り
、
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

　
合
、
そ
の
額
が
通
常
五
万
円
を
超
え

　
た
部
分
の
金
額
が
所
得
金
額
か
ら
控

　
除
さ
れ
ま
す
。

　
③
住
宅
取
得
控
除
…
住
宅
を
新
築
し

　
た
り
、
新
築
住
宅
を
購
入
し
、
そ
の

　
床
面
積
が
一
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以

　
下
で
、
新
築
・
購
入
し
て
か
ら
六
か

　
月
以
内
に
入
居
し
、
引
き
続
い
て
居

　
住
し
て
い
る
場
合
、
居
住
し
た
年
か

　
ら
三
年
間
、
各
年
分
の
所
得
税
額
か

　
ら
最
高
三
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
　
ま
た
、
こ
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る

　
住
宅
を
購
入
す
る
際
、
民
間
の
金
融

　
機
関
な
ど
か
ら
返
済
期
間
十
年
以
上

　
の
ロ
ー
ン
を
利
用
し
、
昭
和
五
十
三

　
年
一
月
一
日
以
後
に
居
住
し
た
と
き

　
は
、
年
間
返
済
額
に
応
じ
て
、
さ
ら

　
に
最
高
三
万
円
が
三
年
間
控
除
さ
れ

　
ま
す
。

②
結
婚
な
ど
の
た
め
に
年
の
中
途
で
退

職
し
、
再
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末

調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

⑬
特
定
の
寄
付
金
を
支
出
し
、
寄
付
金

控
除
が
受
け
ら
れ
る
人
。

㈲
原
稿
料
や
利
子
、
配
当
な
ど
の
収
入

が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
全
体
の

所
得
が
あ
ま
り
多
く
な
い
た
め
、
減
泉

徴
収
税
額
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る

人
。励
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、
休
業
や

廃
業
な
ど
の
た
め
、
所
得
が
前
年
よ
り

大
幅
に
減
っ
た
人
。

　
　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

は
、
確
定
申
告
の
受
付
開
始
の
二
月
十

六
日
よ
り
前
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
早
く
申
告
す
れ
ば
税
金
の
還
付
も
早

く
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
お
早
め
に
。

贈
与
税
の
申
告
と
納
税

　
贈
与
税
は
、
個
人
が
財
産
を
も
ら
っ

た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。
増
与
税

に
は
六
〇
万
円
の
基
礎
控
除
が
あ
り
ま

す
の
で
、
昭
和
留
年
中
に
も
ら
っ
た
財

産
の
価
額
を
合
計
し
て
も
六
〇
万
円
以

下
の
と
き
は
、
申
告
は
要
り
ま
せ
ん
が
、

六
〇
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
贈
与
税

の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
に
当
っ
て
、
財
産
の
評
価
額
な
ど

お
分
り
に
な
ら
な
い
点
は
、
税
務
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
贈
与
税
の
納
税
の
期
限
は
、
申
告
期

限
と
同
じ
3
月
1
5
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
贈
与
税
額
が
五
万
円
を
超
え

て
い
て
一
時
に
納
税
し
に
く
い
と
き
は
、

担
保
を
提
供
し
て
五
年
以
内
の
年
賦
に

よ
る
延
納
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

延
納
期
間
中
は
、
年
六
・
六
％
の
利
子

税
が
か
か
り
ま
ず
。
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〈畜〉

〈産〉

〈だ〉

　
米
の
生
産
調
整
が
益
々
強
化
さ
れ
、

又
豚
肉
価
格
が
低
迷
す
る
中
で
、
ひ
と

り
子
牛
は
年
間
を
通
じ
近
年
に
な
い
高

価
格
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
町
で
は
、
別
表
の
と
お
り
多
頭

飼
育
の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
い
成
績

を
お
さ
め
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
本
年
も
子
牛
の
貸
付
を
実
施

す
る
計
画
で
す
が
、
自
然
の
草
地
を
活

用
、
子
牛
の
生
産
を
な
す
と
共
に
、
厩

肥
を
土
地
に
還
元
し
美
味
し
い
米
作
り

に
協
力
、
農
業
経
営
の
改
善
を
計
り
た

い
も
の
で
す
。

　
次
に
五
四
年
度
畜
産
の
実
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
松
代
町
家
畜
市
場
成
績

　
松
代
家
畜
市
場
は
五
月
、
九
月
、
十

一
月
の
三
回
開
催
さ
れ
別
表
の
と
お
り

の
成
績
で
し
た
。
例
年
に
な
く
出
場
頭

数
の
少
い
の
は
、
上
越
地
方
の
市
場
統

合
問
題
に
か
ら
み
松
之
山
町
が
他
の
家

畜
市
場
（
虫
川
・
直
江
津
）
へ
七
五
頭

も
出
荷
し
た
た
め
で
す
。

　
（
別
表
　
1
）

◎
和
牛
連
産
表
彰

　
例
年
の
と
お
り
十
一
月
十
四
日
松
代

家
畜
市
場
に
於
て
次
の
方
々
が
町
長
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

〇
十
年
連
産
表
彰

　
　
柳
友
藤
（
片
桐
山
う
え
）

　
　
若
井
弘
太
郎
（
蓬
平
　
お
っ
さ
ま
）

　
　
若
井
　
長
栄
（
蓬
平
　
堂
の
前
）

〇
五
年
連
産
表
彰

　
　
小
堺
先
一
郎
（
儀
明
　
あ
さ
え
ん
）

　
　
若
井
　
仁
作
（
蓬
平
　
し
ん
や
）

　
　
室
岡
庚
一
郎
（
蒲
生
さ
く
ら
や
）

　
尚
、
記
録
的
に
は
蓬
平
若
井
峰
治
さ

ん
が
十
三
年
、
蒲
生
小
堺
恵
一
さ
ん
が

十
一
年
連
続
出
産
し
、
現
在
妊
娠
中
で

す
の
で
記
録
の
更
新
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◎
子
牛
多
頭
生
産
農
家

　
下
の
表
は
自
家
生
産
し
市
場
で
販
売

し
た
も
の
の
み
の
記
録
で
す
が
、
竹
所

中
条
為
栄
さ
ん
、
莇
平
高
橋
勝
美
さ
ん
、

莇
平
高
橋
紀
之
さ
ん
の
よ
う
に
自
家
生

産
の
子
牛
を
繁
殖
用
、
肥
育
用
、
素
牛

と
し
て
自
家
飼
育
し
て
い
る
方
も
あ
り

ま
す
。
　
（
別
表
　
2
）

〈よ〉

〈り〉

昭
和
駈
年
度
松
代
家
畜
市
場
成
績
表

）　表
，
別（

◎
他
の
家
畜
市
場
（
虫
川
及
び
直
江
津
）
へ

　
出
場
販
売
し
た
も
の

　
松
代
町
　
　
　
七
頭

　
　
　
　
販
売
額
　
　
二
．
一
六
五
σ
○
○
円

　
松
之
山
町
　
七
五
頭

　
　
　
　
販
売
額
　
二
五
」
九
一
．
九
〇
〇
円

　
計
　
　
　
　
八
二
頭

　
　
　
　
販
売
額
・
二
七
．
三
五
六
九
〇
〇
円

昭
和
54
年
度
和
牛
子
牛
多
頭
生
産
農
家

（別表2）

地　区　　別 松代地区 山平地区 奴奈川地区 松代町合計 松之山町計 合　　　計

出場頭数 38頭 22 16 76 34 110

販　売　高 11，322，400 6，711，800 4，705，700 22，739，900 9，928，700 32，668，600

内
　
　
　
　
訳

性　　別 ♀ 拳
O ♀ δ ♀ δ ♀ る ♀

↑
○ ♀

小
○

頭　　数 17 21 12 10 6 10 35 41 20 14 55 55
最高金額 373POO 374000 32L200 388β00 35q400 372900 373000 38＆800 345100 39生200 373000 394200

最低金額 22乞500 25α200 23◎200 25τ000 20α000 20LOOO 20qoOO 201000 15軌600 2π100 159600 20LOOO

平均金額 289535 304776 290242 322890 27転367 304750 28て520 309190 285915 30α743 28◎936 30て038

生体1Kg当り　L530 L405 L478 L458 1443 1296 L497 L390 L548 L404 L525 1β93

1頭平均価格 297，958 305，082 294，106 299，209 292，020 296，990

部落 畜主氏名
荷頭数

販売価額
♀ 計

室野 佐藤啓一 2 4 6 1．816900
蓬平 若井徳ロ 1 3 4 1β11，200
峠 山岸公男 2 1 3 811，400
〃 牧田　亮次 1 2 3 789，400
蓬平 若井弘太郎 1 1 2 646，700
〃 小堺　　澄 1 1 2 624，000
蒲生 室岡庚一郎 1 1 2 611，200
蓬平 若井　利作 2 2 610，500
儀明 小堺和正 1 1 2 596，300
〃 小堺寅吉 2 2 574，000
莇平 高橋紀元 2 2 551，000
計 11名 12 18 30 8942，600

癖
馨
藁

鱒
鰯

ざ．一
笑額がみなぎる

家庭づくりをめ
「

ないしょくののりつけ

室野小4年

　　佐藤由美

　
学
校
か
ら
帰
っ
て
勉
強
し
て
い
る
と
、

「
由
美
、
の
り
つ
け
し
て
く
れ
凶

と
、
内
し
ょ
く
を
し
な
が
ら
お
ば
あ
さ

ん
が
言
っ
た
。
の
り
つ
け
の
や
り
方
は

は
さ
み
で
糸
を
切
っ
た
所
を
、
の
り
で

は
れ
ば
い
い
の
だ
。
む
ず
か
し
く
は
な

い
が
、
の
り
を
つ
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に

す
る
の
が
こ
つ
だ
。
の
り
を
つ
け
て
、

ペ
タ
ペ
タ
は
る
の
は
お
も
し
ろ
い
。
し

ば
ら
く
手
伝
う
と
、
お
ば
あ
さ
ん
が
、

「
由
美
い
て
た
す
か
ら
］

と
言
っ
た
。
わ
た
し
は
そ
う
言
っ
て
も

ら
っ
た
の
が
う
れ
し
く
て
、

「
あ
と
、
ど
れ
く
れ
や
る
が
凶

と
聞
い
た
ら
、

「
五
十
め
そ
凶

と
言
っ
た
。
そ
れ
を
聞
く
と
。
い
っ
ぺ

あ
る
な
と
思
っ
た
。
で
も
お
ば
あ
さ
ん

が
喜
ん
で
く
れ
る
の
だ
か
ら
と
、
一
生

け
ん
め
い
に
や
っ
た
。
夕
ご
飯
を
食
べ

た
後
も
続
け
た
。

「
あ
あ
、
も
う
や
ん
な
っ
ち
ゃ
っ
た
凶

と
手
を
休
め
て
言
う
と
お
ば
あ
さ
ん
は

「
の
り
つ
け
ち
ん
、
く
い
ら
凶

と
わ
た
し
の
方
を
見
て
言
っ
た
。
で
も

こ
と
わ
っ
た
。
そ
れ
は
、
前
か
ら
物
を

め
あ
て
に
仕
事
を
し
な
い
と
心
に
き
め

て
い
た
か
ら
だ
。
今
ま
で
は
の
り
つ
け

ち
ん
を
も
ら
っ
て
い
た
の
だ
が
、
今
は

ち
が
う
。
い
く
ら
い
や
に
な
っ
て
も
、

が
ん
ば
っ
て
続
け
た
。
夜
に
な
っ
て
や

っ
と
終
っ
た
と
き
、
な
ん
だ
か
す
っ
き

り
し
た
気
分
だ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
か
ら

も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
母
さ
ん
の
仕
事

を
手
伝
っ
て
、
楽
に
し
て
や
り
た
い
。

今
日
は
、
内
し
ょ
く
の
手
伝
い
を
し
て

よ
か
っ
た
な
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勃



県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
み
る

　
　
　
在
校
生
と
保
護
者
の
意
識

☆
小
・
中
・
高
校
生
の
意
識
　
　
　
子
供
が
小
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
中
学
生

Q
“
あ
な
た
は
、
ど
の
程
度
、
家
の
手
　
　
　
　
　
〃
　
高
校
生

　
　
伝
い
を
し
ま
す
か
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
供
が
小
学
生

o
よ
く
す
る
　
小
学
生

　
　
　
　
　
　
中
学
生

　
　
　
　
　
　
高
校
生

o
と
き
ど
き
す
る

　
　
　
　
　
　
小
学
生

　
　
　
　
　
　
中
学
生

　
　
　
　
　
　
高
校
生

O
ほ
と
ん
ど
し
な
い

　
　
　
　
　
　
小
学
生

　
　
　
　
　
　
中
学
生

　
　
　
　
　
　
高
校
生

家
の
手
伝
い
は
、

161516
●　　　　●　　　　●

79　7
彩％％

566672
●　 ●　　●

130彪％％

261710
●　　　　●　　　　●

858％％彩

　
　
　
　
　
　
　
　
年
令
が
高
く
な
る

に
つ
れ
減
る
傾
向
に
あ
る
。

☆
小
・
中
・
高
校
生
の

　
　
　
　
　
　
保
護
者
の
意
識

Q
“
あ
な
た
は
、
お
子
さ
ん
が
学
校
か

　
　
ら
帰
っ
て
か
ら
の
自
由
な
時
間
を

　
　
お
子
さ
ん
が
、
ど
の
よ
う
に
活
用

　
　
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
か
。

　
　
一
つ
だ
け
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
”

○
勉
強
し
て
ほ
し
い
。

かあちゃん

蒲生小6年

　　菅井洋行

403728
●　　●　　●

055彩％％

o
家
事
か
家
業
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
・
9
彩

　
　
　
　
〃
　
中
学
生
　
1
8
・
5
％

　
　
　
　
〃
　
高
校
生
　
23
・
9
％

o
ス
ポ
ー
ツ
に
う
ち
込
ん
で
ほ
し
い

　
　
　
子
供
が
小
学
生
　
1
0
・
4
％

　
　
　
　
〃
　
中
学
生
　
6
・
4
％

　
　
　
　
〃
　
高
校
生
　
4
・
4
％

○
習
い
ご
と
や
け
い
こ
に
は
げ
ん
で
ほ

　
し
い

　
　
　
子
供
が
小
学
生
　
2
・
7
％

　
　
　
　
〃
　
中
学
生
　
1
・
5
％

　
　
　
　
〃
　
高
校
生
　
0
・
9
％

o
読
書
や
趣
味
に
う
ち
込
ん
で
ほ
し
い

　
　
　
子
供
が
小
学
生
　
24
・
5
彩

　
　
　
　
〃
　
中
学
生
　
24
・
2
％

　
　
　
　
〃
　
高
校
生
　
2
0
・
8
％

○
ゆ
っ
く
り
遊
ん
で
ほ
し
い

　
　
　
子
供
が
小
学
生
　
1
8
・
8
彩

　
　
　
　
〃
　
中
学
生
　
7
・
6
％

　
　
　
　
〃
　
高
校
生
　
5
・
9
％

各
層
で
「
勉
強
」
の
比
率
が
最
も
高

い
。

　
　
昭
和
5
3
年
3
月
発
行
「
県
青
少
年

健
全
育
成
実
態
調
査
」
よ
り

こ
の
ご
ろ

か
あ
ち
ゃ
ん
は

あ
ま
り
元
気
が
な
い
。

と
き
ど
き
だ
が

た
め
い
き
を
つ
く
と
き
が
あ
る
。

前
ま
で
は

あ
ま
り
　
た
め
い
き
な
ど

つ
い
た
こ
と
が
な
い
の
に

こ
の
ご
ろ
は

だ
い
ぶ
し
て
い
る
。

つ
か
れ
て
い
る
こ
と
が
　
わ
か
る
。

春
、
夏
、
秋
と

か
あ
ち
ゃ
ん
は

毎
日
　
毎
日
　
仕
事
だ
か
ら

か
ら
だ
も
　
お
か
し
く
な
る
の
は

あ
た
り
ま
え
だ
。

今目
の
つ
か
れ
る
病
気
で

こ
ま
っ
て
い
る
。

ほ
ん
と
う
に

む
り
し
な
い
で
　
も
ら
い
た
い
。

か
わ
れ
る
も
の
な
ら

か
わ
っ
て
や
り
た
い
。

こ
れ
か
ら
　
冬
を
む
か
え

と
う
ち
ゃ
ん
は
　
出
か
せ
ぎ
に
い
く
。

雪
が
ふ
る
。

雪
ほ
り
　
と
か
は

な
る
べ
く

こ
れ
か
ら
　
あ
ま
り
し
な
い
で

そ
の
ぶ
ん

お
れ
が

雪
ほ
り
と
か
を

か
わ
っ
て
し
て
や
り
た
い
。

じそう
αOl北山小2年

　斉藤　清

　
き
ょ
う
か
ら
、
の
う
は
ん
き
き
ゅ
う

ぎ
ょ
う
で
す
。
　
一
日
目
か
ら
、
妹
と
、

そ
う
じ
を
や
り
ま
し
た
。
ど
こ
を
や
る

か
と
い
う
と
、
み
せ
の
ま
わ
り
と
、
お

ぜ
ん
の
ま
わ
り
と
、
ろ
う
か
で
す
。
三

つ
も
あ
っ
て
、
た
い
へ
ん
で
し
た
。

は
じ
め
は
、
み
せ
の
ま
わ
り
で
す
。
た

い
へ
ん
だ
っ
た
の
は
、
お
も
い
に
も
つ

を
ど
か
す
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
に
、
ご

み
を
、
そ
と
に
だ
す
と
き
、
ご
み
が
、

し
き
り
に
ひ
っ
か
か
っ
て
、
た
い
へ
ん

で
し
た
。
つ
ぎ
は
、
お
ぜ
ん
の
ま
わ
り

で
す
。
た
い
へ
ん
だ
っ
た
と
こ
ろ
は
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
お
い
て
あ
っ
て
、

ど
か
す
の
が
め
ん
ど
う
く
さ
か
っ
た
こ

と
と
、
ほ
う
き
が
大
き
い
か
ら
、
お
も

た
か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
ん
ど
は
ろ
う

か
で
す
。
妹
が
先
に
や
っ
て
い
た
の
で
、

だ
い
ぶ
す
す
ん
で
い
ま
し
た
。
手
が
と

ど
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
は

し
ご
を
つ
か
い
ま
し
た
。
て
ん
じ
ょ
う

ま
で
は
と
ど
か
な
か
づ
た
か
ら
、
ふ
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
い
に
ち
、
み
せ
の

ま
わ
り
や
、
お
ぜ
ん
の
ま
わ
り
や
、
ろ

う
か
を
ふ
く
の
も
つ
か
れ
ま
す
。
お
か

あ
さ
ん
は
、
ま
い
に
ち
、
こ
ん
な
そ
う

じ
を
し
て
、
た
い
へ
ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。
つ
ぎ
の
日
も
、
つ
ぎ
の
日
も
、
そ

う
じ
を
す
る
か
ら
あ
き
ま
し
た
。
で
も
、

せ
い
や
く
し
ょ
に
書
い
た
か
ら
、
ぜ
っ

た
い
、
ま
も
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
、
や
す
み
の
あ
い
だ
、
ま
い
に

ち
、
そ
う
じ
を
や
り
ま
し
た
。
そ
う
じ

を
す
る
と
、
お
か
あ
さ
ん
が
、
　
「
き
れ

い
に
、
な
っ
た
な
あ
ロ
と
い
い
ま
し
た
。

　
せ
い
や
く
し
ょ
の
、
う
ち
の
人
の
か

ん
そ
う
に
は
、
こ
う
書
い
て
あ
り
ま
し

た
。
　
「
ぜ
ん
ぜ
ん
、
手
伝
い
ら
し
い
こ

と
は
、
自
分
か
ら
、
や
っ
た
こ
と
が
な

い
と
い
え
る
子
が
、
一
日
目
は
、
妹
と

二
人
で
、
や
く
そ
く
ご
と
を
、
ぜ
ん
ぶ

や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
み
せ
の
中
は
ま

い
に
ち
、
ほ
う
き
を
と
お
し
た
よ
う
で

す
。
あ
り
が
と
う
ね
。
こ
れ
か
ら
も
た

の
み
ま
す
ロ
ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
も
、

や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。



みんなの広場
私
達
、

冬期間屋内

ナメコ栽培に

ついて

町
当
局
の
ご
指
援
を
い
た
だ
き
、

セ
ン
タ
ー
内
の
一
部
で
、

メ
コ
栽
培
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
冬
期
間
に
老
人
、
ま
た
は
婦

人
の
適
当
な
仕
事
が
無
い
事
を
解
消
す

る
と
と
も
に
、
多
少
の
収
入
が
有
り
、

セ
ン
タ
ー
に
集
り
語
り
合
い
な
が
ら
収

穫
の
喜
び
を
味
わ
う
事
が
で
き
る
な
ら

5
人
の
仲
間
で
5
年
前
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
職

　
　
　
　
　
　
冬
期
間
の
ナ

ば
と
思
っ
て
始
め
ま
し
た
。

　
最
初
の
2
年
間
は
、
知
識
と
経
験
が

不
足
な
た
め
に
見
事
失
敗
し
ま
し
た
。

　
大
島
森
林
組
合
で
も
栽
培
し
て
い
ま

す
の
で
、
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
指

導
し
て
い
た
だ
き
、
3
年
目
に
多
少
施

設
の
改
善
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ま
あ

ま
あ
の
成
績
を
見
る
事
が
で
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
施
設
の
不
備
が
あ
り
ま

し
た
の
で
本
年
度
、
内
職
セ
ン
タ
ー
前

に
ナ
メ
コ
育
成
舎
を
新
設
し
ま
し
た
。

菌
床
収
容
面
積
は
、
三
千
個
で
す
の
で

本
年
度
は
、
早
成
種
を
入
れ
春
ま
で
に

約
ー
ト
ン
謝
晦
の
生
産
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
1
2
月
よ
り
収
穫
を
始
め
、
4
月

ま
で
生
産
の
見
込
み
で
す
。
冬
場
で
も
、

生
の
ナ
メ
コ
と
し
て
お
土
産
物
に
大
変

喜
ば
れ
て
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
し
、

毎
日
、
大
島
森
林
組
合
に
出
荷
し
て
い

ま
す
。
大
島
で
は
、
森
林
組
合
の
事
業

と
し
て
大
々
的
に
や
っ
て
お
り
、
市
場

に
出
荷
し
て
い
ま
す
の
で
出
荷
先
の
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
、
も
う
少
し
施
設
を
広
げ
る

事
と
、
町
内
に
私
達
の
よ
う
な
グ
ル
ー

プ
が
多
く
で
き
、
冬
場
の
内
職
と
し
て

町
内
か
ら
ま
と
ま
っ
た
出
荷
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
冬
場
の
内
職
と
し
て
最

的
な
仕
事
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
、
私
達
は
、
毎
日
セ
ン
タ
ー
に
集

り
、
ナ
メ
コ
の
収
穫
、
出
荷
作
業
を
し

語
り
合
い
な
が
ら
生
産
の
喜
び
を
味
わ

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
千
年
ナ
メ
コ
生
産
組
合

　
　
　
　
　
　
　
代
表
　
武
田
雄
一
郎
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毎
年
雪
お
ろ
し
の
時
期
に
な
り
ま
す

と
電
話
線
の
切
断
等
が
多
数
発
生
し
て

故
障
修
理
に
長
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
電
話
が
故
障
に
な
り
ま
す
と
利
用
さ

れ
る
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
雪
お
ろ
し

の
際
は
特
に
電
話
線
に
ご
注
意
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

上
越
地
方
の

お
天
気
を
し
り
た
い
と
き

　
一
月
二
十
三
日
か
ら
、
利
用
方
法
が

次
の
と
お
り
変
り
ま
す
。

　
一
般
加
入
電
話
か
ら
は
一
七
七
番
、

地
域
集
団
電
話
か
ら
は
〇
一
七
七
番
を

ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
地
方
の
お
天
気
は

一
般
加
入
電
話
か
ら
は
「
市
外
局
番
＋

一
七
七
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
わ
か
り

ま
す
が
、
地
域
集
団
電
話
か
ら
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

△
先
月
号
の
新
設
電
話
番
号
の
お
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
せ
の
中
で
、
片
桐
正
俊
（
蒲
生
）
は

　
　
　
　
り
片
山
正
俊
の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
て

　
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

剣
道
連
盟
納
会
終
わ
る

　
去
る
十
二
月
二
日
、
松
代
小
学
校
に

於
て
、
剣
道
連
盟
の
納
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
の
一
年
の
成
果
を
こ

の
日
す
べ
て
出
し
合
い
、
広
い
体
育
館

も
熱
気
で
一
杯
で
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
剣
道
を
や
っ
て
い
れ
ば

誰
も
が
一
度
は
や
っ
て
み
た
い
と
思
う

居
合
い
が
、
十
日
町
剣
友
会
の
先
生
方

に
よ
り
、
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
方

は
い
づ
れ
も
六
段
と
七
段
と
い
う
高
段

者
で
あ
り
、
真
剣
を
使
っ
て
の
居
合
い

で
し
た
の
で
、
剣
の
一
振
、
一
振
に
気

合
い
の
こ
も
っ
た
演
技
が
披
露
さ
れ
、

場
内
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
披
露
さ
れ
た
流
派
は
、
大
森
流
、

長
谷
川
英
信
流
と
全
日
本
剣
道
連
盟
制

定
居
合
い
で
し
た
。

　
松
代
剣
道
連
盟
も
、
昭
和
四
十
四
年

に
発
足
し
て
以
来
九
年
を
経
ま
し
た
が
、

昨
年
町
体
育
協
会
発
足
と
共
に
、
会
長

以
下
会
員
を
一
新
し
て
活
動
を
進
め
て

来
ま
し
た
、
。
こ
れ
か
ら
も
、
古
く
か
ら

の
日
本
の
武
道
を
愛
し
、
町
体
育
の
向

上
に
寄
与
す
る
事
を
第
一
目
的
と
し
て
、

松
代
に
剣
の
か
け
声
を
い
つ
ま
で
も
鳴

り
響
か
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ー
松
代
剣
道
連
盟
1

α1）



　
　
　
　
　
嵐

芸
ま
　
驚

し
ぶ
み
句
会

　
1
1
月
2
9
日
　
　
於
　
嫡
史
居

高
値
よ
ぶ
市
場
の
仔
牛
冬
毛
着
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

木
の
実
落
つ
音
屋
根
に
聞
き
書
に
浸
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

時
雨
よ
り
霰
と
か
わ
る
峠
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
　
水

つ
る蔓
も
ど
き
活
け
る
長
さ
を
手
で
は
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

咽
喉
乾
き
風
も
乾
け
ば
雪
来
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

山
鳴
り
の
激
し
き
村
の
冬
ご
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

大
寺
の
銀
杏
落
葉
に
一
法
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
駄
花

行
き
行
き
て
葉
枯
れ
の
山
の
静
寂
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
が
漏
史

妻
の
愚
痴
素
直
に
聞
け
り
虎
落
笛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

冬
田
塗
る
三
角
四
角
棚
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

水
澄
み
て
鯉
冬
眠
に
入
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

枯
蓮
や
三
日
月
う
つ
る
鯉
の
池

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

南
天
の
実
に
十
一
月
の
雨
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

景
気
よ
く
仔
牛
せ
ら
る
る
小
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

出
稼
ぎ
の
あ
と
の
静
も
り
冬
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

綿
入
れ
を
着
し
よ
り
老
い
を
知
り
に
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

初
雪
に
耐
え
し
木
の
葉
の
色
あ
せ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

バ
ス
を
待
つ
頭
上
一
点
鷹
舞
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善

初
雪
や
降
り
積
む
雪
の
影
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

　
1
2
月
8
日
　
於
紅
茶
居

始
ま
り
し
分
教
場
の
小
春
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

一
雪
の
後
の
大
根
歯
切
れ
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

墨
す
る
や
障
子
に
一
っ
冬
の
蝿

男　一明花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫡
　
史

植
木
屋
も
冷
や
か
す
人
も
頬
被
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

冬
草
に
匂
い
残
し
て
牧
場
閉
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

薄
氷
ふ
み
く
だ
き
つ
つ
登
校
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

切
り
張
り
の
妻
は
障
子
の
裏
に
居
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

夕
な
ず
む
峠
古
道
な
な
か
ま
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
　
水

四
・
五
人
の
分
校
生
徒
着
ぶ
く
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

本
堂
の
裸
電
球
冬
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

枯
草
や
野
兎
跳
ん
で
音
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

大
銀
杏
散
り
尽
く
す
こ
ろ
雪
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
で
し
こ

雪
国
の
バ
ス
冬
帽
の
人
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

暖
冬
や
蕗
の
と
う
摘
む
母
子
連
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
駄
千
代

焼
き
味
噌
に
鶴
風
邪
ぎ
み
の
お
舅
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

着
く
ず
れ
て
児
の
配
り
来
し
千
歳
飴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
男

入
浴
の
子
ら
ど
ん
ぐ
り
の
こ
と
話
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

巡
り
来
し
師
走
を
病
い
の
床
に
臥
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

畑
隅
で
収
穫
終
え
て
落
葉
焚
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
心

短
日
の
坂
下
り
き
て
灯
を
恋
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

俳
句
”
秋
冬
雑
詠
”

　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
茶
水

　
　
　
　
　
も
ず

よ
く
鳴
き
て
鴫
と
も
違
う
山
日
和

と
き
置
て
又
一
群
の
渡
り
鳥

夕
な
づ
む
峠
古
道
な
な
か
ま
ど

み
づ
そ
ば
の
末
枯
い
て
も
花
の
こ
ろ

燈
火
親
し
宿
題
の
孫
余
念
な
く

測
量
の
杭
打
ち
け
り
草
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ
ら

海
の
味
山
の
味
あ
り
盲
ら
汁

闇
汁
や
そ
の
く
ら
が
り
に
白
い
猫

茶
の
花
の
白
さ
を
よ
ご
し
雨
や
ま
ず

柿
落
葉
上
手
に
重
ね
子
等
遊
ぶ
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※
1
2
月
号
、
峰
方
地
区
雪
上
車
の
記
事

で
運
転
手
片
桐
良
夫
と
あ
る
の
を
小
山

徳
一
（
七
1
九
五
八
七
）
に
訂
正
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

新
年
囲
碁
大
会

。．
○．
○●
○．
。．

結
果

　
新
年
恒
例
の
囲
碁
大
会
が
一
月
六
日

公
民
館
主
催
で
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
し
て
二
十
二
名
の
参
加
で
各
ブ
ロ
ッ

ク
で
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A
ブ
ロ
ッ
ク

　
優
勝
　
山
岸
重
雄
（
蒲
生
）

　
2
位
　
秋
山
利
作
（
町
役
場
）

　
3
位
　
寺
崎
直
孝
（
高
等
学
校
）

B
ブ
ロ
ッ
ク

　
優
勝
　
丸
山
恵
一
（
蒲
生
郵
便
局
）

　
2
位
　
若
狭
昭
夫
（
法
務
局
）

　
3
位
高
橋
清
（
高
等
学
校
）

C
ブ
ロ
ッ
ク

　
優
勝
　
小
山
田
武
（
分
遣
所
）

　
2
位
　
佐
藤
行
男
（
町
役
場
）

　
3
位
　
関
谷
光
夫
（
松
代
）

曲
諾
鵠
舗
講
窃
舗
講
講
鵠
講
講
諺
講
講
講
講
鯉

昭
晶
年
度

高
田
南
城
高
等
学
校

　
　
通
信
生
徒
募
集

　
働
き
な
が
ら
主
と
し
て
自
宅
で
受
け

る
通
信
教
育
に
よ
っ
て
、
高
校
卒
業
の

資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
入
学
資
格

　
中
学
校
卒
業
（
見
込
）
ま
た
は
そ
れ

　
と
同
等
以
上
の
学
歴
の
人
、
年
令
・

　
性
別
に
制
限
な
し
。

☆
募
集
コ
ー
ス

　
卒
業
コ
ー
ス
（
普
通
科
）

　
科
目
別
コ
ー
ス
（
自
分
の
好
き
な
科

　
目
だ
け
履
習
）

☆
願
書
受
付

　
2
月
2
0
日
～
4
月
1
0
日

☆
授
業
料
　
無
料

☆
修
学
奨
励
　
修
学
奨
励
金
の
貸
与
制

　
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
入
学
案
内
・
願
書
請
求
は
60
円
切
手

　
同
封
の
う
え
左
記
へ
。

　
　
〒
4
　
上
越
市
南
城
町
3
丁
目
3
の
3

　
　
　
県
立
高
田
南
城
高
等
学
校
　
通
信
制

T
E
L
　
上
越
（
〇
二
五
五
）
二
四
ー

　
　
　
　
〇
五
二
三
　
通
信
制
教
務
室


